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伝
言
板 

何
も
か
も
失
わ
れ
た
と
き
に
も
、 

 

未
来
だ
け
は
ま
だ
残
っ
て
い
る
。 

空 

海 

の 

言 

葉

空 

海 

の 

言 

葉 
 

 
 

シ
リ
ー
ズ 

シ
リ
ー
ズ 

  

新
年
の
ご
挨
拶 

 
 

声
聞
縁
覚

し
ょ
う
も
ん
え
ん
が
く

は
、 

 
 
 
 

智
慧
狭
劣
な
り
「
秘
蔵
宝
鑰

ひ
ぞ
う
ほ
う
や
く

」 

●

●
●
●
説
法
を
聞
い
て
悟
り
を
開
い
た
と
し
て
も
、 

 
 
 

座
禅
瞑
想
し
て
悟
り
を
開
い
た
と
し
て
も
、 

 
 
 

そ
う
い
う
智
慧
は
、
ま
だ
ま
だ
浅
い
も
の
だ 

 
 

  

心
の
迷
い
を
取
り
除
い
て
悟
り
を
開
き
た
い
と
は
、
誰
も

が
考
え
る
こ
と
で
す
。 

 

昔
か
ら
悟
り
を
開
く
の
に
、
二
つ
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

「
声
聞
」
と
「
縁
覚
」
で
す
。
文
字
通
り
、
仏
の
言
葉
を
聞
い

て
悟
る
者
と
、
因
縁
を
観
察
し
、
生
死
の
世
界
を
厭
い
、
飛
花

落
葉
を
見
て
、
世
の
無
常
を
覚
る
（
悟
る
）
。
山
林
に
住
し
て

無
言
の
三
昧
を
修
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
悪
業
や
煩
悩
の
根
本

で
あ
る
無
明
か
ら
脱
す
る
。 

 

迷
い
と
悟
り
の
世
界
を
十
種
に
分
け
た
も
の
、
す
な
わ
ち
、

地
獄
、
餓
鬼
、
畜
生
、
阿
修
羅
、
人
間
、
天
上
、
（
輪
廻
転
生

の
世
界
、
「
六
道
輪
廻
」
）
声
聞
、
縁
覚
、
菩
薩
、
仏
、
（
聖

者
の
悟
り
の
世
界
）
こ
の
中
の
声
聞
・
縁
覚
は
、
修
行
中
と
い

う
こ
と
が
い
え
る
。 

 
 
 
 
 

 
 
 

 「他人に迷惑をかけないよう

にしましょう」とか「多大な迷

惑を被った」などといわれるこ

の迷惑は、現代では不利益とか

不都合という意味に使われる

ようである。しかし、迷は本当

の道にまようことを意味し、惑

は途方にくれてとまどうこと

を意味する。両方の字が示すよ

うに、この言葉も本来は迷い 

とまどうことを意味する仏教

語である。 

 

仏
教
が
生
ん
だ
日
本
語 

迷惑「ﾒｲﾜｸ」 
二
月
の
行
事 

二
月
三
日 

 

節
分
会 

 

立
春
の
前
日
は
、
冬
の
季
節
か
ら
春
の
季
節
へ
の

変
わ
り
目
と
言
う
こ
と
で
節
分
と
言
い
ま
す
が
、
新

春
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
除
災
招
福
を
す
る
行
事

で
す
。
真
言
宗
で
は
、
星
祭
り
、
星
供
養
会
と
も
い

い
ま
す
。 

 

二
月
十
五
日 

涅
槃
会 

 

釈
尊
が
入
滅
さ
れ
た
日
で
、
お
寺
で
は
涅
槃
図
を

掲
げ
、
報
恩
法
要
が
営
ま
れ
ま
す
。
八
十
歳
に
な
ら

れ
た
釈
尊
は
、
ク
シ
ナ
ガ
ラ
の
下
で
、
右
脇
を
下
に

頭
を
北
に
向
け
て
横
臥
し
、
涅
槃
に
入
ら
れ
ま
し

た
。 

常
楽
会
と
も
い
い
ま
す
。 

 


